
モノづくりから見た国際化
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メーカーの活動

研究・開発

生産

マーケティング
販売
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モノが作られて販売されるまでの流れ

部品工場 組立工場 販売店

写真：日産自動車ホームページより

部品在庫 仕掛品在庫 製品在庫

生産物流 販売物流

モノの流れ
情報の流れ

原材料
エネルギー

調達物流

国内生産
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資源の海外依存度（2006年度）

http://www.jogmec.go.jp/j_resourse/index.html#03
写真：日本船主協会ホームページより
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自動車専用船・コンテナ船

写真：日本船主協会ホームページより

全　長 199.44m

全　幅 32.20m

深　さ 34.34m

最大喫水 10.06m

総トン数 57,391G/T

積載台数

（乗用車換算）

主機出力 19,300ps

航海速力 19.30knot

主　要　目

6000台

全　長 284.71m

全　幅 40.00m

深　さ 24.30m

喫　水 12.50m

重量トン数 71,376D/W

総トン数 68,687G/T

コンテナ積載

個数

主機出力

（最大）

最大速力 28.5knots

5,600TEU

80,000ps

主　要　目

自動車専用船

コンテナ船
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日本の貿易量の推移
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日本の貿易金額の推移
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（2004年）

110兆円
輸入 対 輸出
4.5 ： 5.5

参考 貿易金額（2006年）：140兆円
日本の名目GDPは年間約507兆円（2006年度、内閣府発表）
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海上貿易の割合

海上
68%

航空
32%

海上
99.7%

航空
0.3%

2004年
110兆円

2004年
10億トン

海上 対 航空
7 ： 3

海上 対 航空
10  ： 0



生産体制の激変

1980年代－1990年代

日本の空洞化のはじまり
現地生産・現地販売
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円高の進行
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1971年8月ニクソンショック

1985年9月プラザ合意

日本銀行,外国為替市場,http://www.boj.or.jp/stat/stat_f.htm

日本から製品を海外に輸出

困難！

生産拠点の海外進出
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我が国製造業の地域別対外直接投資額

経済産業省,第34回海外事業活動基本調査結果, http://www.meti.go.jp/statistics/index.html
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第二次産業の衰退

通商白書2002
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モノが作られて販売されるまでの流れ

部品工場 組立工場 販売店

写真：日産自動車ホームページより

部品在庫 仕掛品在庫 製品在庫

生産物流 販売物流

モノの流れ
情報の流れ

原材料
エネルギー

調達物流

現地生産・現地販売



三角貿易

1990年代－

調達・生産・販売の国際分業化
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日本企業の海外現地法人数の地域別推移
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（資料）経済産業省「我が国企業の海外事業活動」から作成。

 全地域（右目盛り）

アジア

北米

ヨーロッパ

東アジア

通商白書2003
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三角貿易構造の概要

通商白書2005
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アジア各国の経済発展の好循環

外資導入

外貨獲得
税収拡大

産業の高度化

魅力的な外資政策
（恩典など）

雇用の増大

輸出産業の育成

安積敏政,21c アジア経営戦略ガイド,企業研究会,2005年
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国別の法人所得税

2005年

都市名 法人所得税（％）

横浜（日本） 39.5

ニューデリー（インド） 36.6

上海（中国） 33.0

マニラ（フィリピン） 32.0

アムステルダム（オランダ） 31.5

ジャカルタ（インドネシア） 30.0

バンコク（タイ） 30.0

ソウル（韓国） 29.7

ホーチミン（ベトナム） 28.0

クアラルンプール（マレーシア） 28.0

台北（台湾） 25.0

シンガポール（シンガポール） 20.0

香港（香港） 17.5

JETRO,投資コスト比較,http://www3.jetro.go.jp/jetro-file/cityselect.do
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賃金・事務所借料

単位：米ドル
1.ワーカー
(一般工職)

2.エンジニア
(中堅技術者)

3.中間管理職
(部課長クラス)

8.工業団地(土地)
購入価格

(平方メートル当

9.工業団地借料
(平方メートル当り)

ジャカルタ（インドネシア） 130（月額） 252（月額） 619（月額） 35～40 3.60～4.10（月額）

ニューデリー（インド） 124～146（月額） 250～408（月額） 845～1,302（月額） 55.54 ―

シンガポール（シンガポール） 469～622（月額） 1,719（月額） 2,916～3,250（月額） 99～308 6.77～17.59（月額）

バンコク（タイ） 179(月額） 400（月額） 579（月額） 55.73 4.85（月額）

マニラ（フィリピン） 119（月額） 209（月額） 598（月額） 50～55 1.00（月額）

ホーチミン（ベトナム） 122～135（月額） 291～329（月額） 770～899（月額） ― 0.08（月額）

クアラルンプール（マレーシア 218(月額） 820（月額） 1,641（月額） 62 ―

上海（中国） 109～218（月額） 269～601（月額） 567～1,574（月額） 25 土地：0.50、建物：2.20

深セン（中国） 86～335（月額） 179～494（月額） 408～1,193（月額） 24.16
特区外：0.24～0.30
特区内：2.90～8.46

台北（台湾） 975～1,311（月額） 1,311～1,676（月額） 2,838～3,776（月額） 549～640 3.66～4.57（月額）

ソウル（韓国） 984～2,159(月額） 1,337～2,033（月額） 2,069～2,894（月額） ― 0.02（月額）

香港（香港） 888～1,966（月額） 1,885～2,683（月額） 2,139～5,231（月額） 1ｍ2当たり：244 ―

横浜（日本） 2,886（月額） 3,248～4,627（月額） 5,130～6,084（月額） 1,235 2.56（月額）

JETRO,投資コスト比較,http://www3.jetro.go.jp/jetro-file/cityselect.do

安価な賃金・事務所借料
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人口

総務省統計局,世界の統計,http://www.stat.go.jp/data/sekai/index.htm

年 日  本 インド
インド
ネシア

韓　国
シンガ
ポール

タ  イ 中  国 フィリピン マレーシア

人口 1992 124.6 880.2 188.3 43.7 3.2 55.8 1,183.3 64.0 18.8

（100万人） 2000 126.9 1,016.9 211.6 46.8 4.0 60.9 1,275.2 75.7 23.0

2003 127.6 1,065.5 219.9 47.7 4.3 62.8 1,304.2 80.0 24.4

アジアの国々の豊富な労働力
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我が国製造業の海外生産比率

経済産業省,第34回海外事業活動基本調査結果, http://www.meti.go.jp/statistics/index.html

海外生産高は、1990年代後半に、輸出高を超えた。
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モノが作られて販売されるまでの流れ

部品工場 組立工場 販売店

写真：日産自動車ホームページより

部品在庫 仕掛品在庫 製品在庫

生産物流 販売物流

モノの流れ
情報の流れ

原材料
エネルギー

調達物流

国内生産 世界製品の生産・販売



販売拠点のアジアへの進出
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世界の主要な地域貿易協定の動き

NAFTA
３か国

米、加、墨

MERCOSUR
４か国

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ、
ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ、ｳﾙｸﾞｱｲ

FTAA
（２００５年目標）

EU-メキシコ

EU
15か国

AFTA

東方へ拡大

ラ米へ拡大

ﾌﾗﾝｽ、ﾄﾞｲﾂ、ｲﾀﾘｱ、ﾍﾞﾙｷﾞｰ、ｲｷﾞﾘｽ、
ｵﾗﾝﾀﾞ、ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ、ｽﾍﾟｲﾝ、

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ、ｷﾞﾘｼｬ、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ、ｵｰｽﾄﾘｱ、
ｽｳｪｰﾃﾞﾝ、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ、ﾃﾞﾝﾏｰｸ

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ﾏﾚｲｼｱ、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ﾀｲ、ﾌﾞﾙﾈｲ、

ｳﾞｪﾄﾅﾑ、ﾗｵｽ、ﾐｬﾝﾏｰ、ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ

SAPTA
ｲﾝﾄﾞ、ﾊﾟｷｽﾀﾝ、ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ、
ｽﾘﾗﾝｶ、ﾈﾊﾟｰﾙ、ﾌﾞｰﾀﾝ、ﾓﾙﾃﾞｨ

ｳﾞ

ACPｰEUﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯ
ﾌﾟ協定

アフリカ、カリブ海

等の旧植民地諸国

約７０か国

日・シンガポール新時代

経済連携協定
（2002年11月30日発効）

中国アセアンFTA

（１０年以内実現）

交渉中

ＡＳＥＡＮ10か国

日・アセアン包括的経済
連携（１０年以内に実現）

日韓ＦＴＡ（共同研究
会で検討）

ＮＡＦＴＡ：

人口 ４億７７５万（人）

ＧＤＰ １１兆４,０５２億ＵＳ＄

ＥＵ：

人口 ３億７,６００万（人）

ＧＤＰ ７兆９,５５６億ＵＳ＄

中国：

人口 １２億９,５３３万（人）

ＧＤＰ １兆７９９億ＵＳ＄

日本：

人口 １億２,６９２万（人）

ＧＤＰ ４兆１,７５７億ＵＳ＄

ＡＳＥＡＮ：

人口 ５億２,２１０万（人）

ＧＤＰ ５,８０３億ＵＳ＄

日・メキシコＥＰＡ（交渉中）

日墨ＥＰＡ
（交渉中）

(資料）「世界の統計2003年版」、

「日本アセアンセンターデータ2000年」、

「アセアン事務局データ2000年」から作成。

通商白書2003
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地域別売上高経常利益率の推移（製造業）

経済産業省,第34回海外事業活動基本調査結果, http://www.meti.go.jp/statistics/index.html
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我が国製造業の地域別事業展開目的

経済産業省,第34回海外事業活動基本調査結果, http://www.meti.go.jp/statistics/index.html



研究・開発拠点のアジアへの進出
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製造業の地域別事業展開上の機能

現在 5年後

経済産業省,第34回海外事業活動基本調査結果, http://www.meti.go.jp/statistics/index.html
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日本における第2次産業の空洞化

生産拠点の空洞化

販売拠点の空洞化

研究・開発拠点の空洞化

第2次産業の国際（分業）化

日本から見ると

つまり、



必要なモノが、
必要な場所に、必要な時、必要な量だけ

これが、モノづくりの基本！
でも国際化の中では、これはとても難しい。

難しい問題を解くことのできる
スキルを持った人材が求められている！

法律，習慣，・・・


